
フェーズⅡでは、オープンハウスやワークショップ、WEBアンケート等、様々なコミュニケーションを通じてみなさまから多くの意見が寄せられました

（合計1,217件のご意見）。ご意見を踏まえて複数の計画案を提案するとともに、比較評価のための評価指標を整理しました。

みなさまのご意見を踏まえた結果、複数の計画案については、【A案】現道拡幅（一部バイパス）案と【B案】バイパス（一部現道拡幅）案の

２案となりました。評価指標についても、当初提案した案から３指標が新たに加わり、６指標の内容が修正されました。なお、詳細・寄せられたご

意見については、ポータルサイト(下記参照)でご紹介しています。

国道６号小美玉道路(仮称)については、令和３年３月に概略計画の検討がスタートし、フェーズⅠとして計画検討の進め方と計画の課題・目的を確定しました。

令和３年１２月からのフェーズⅡでは、目的達成のための複数の計画案が提案されるとともに、これら複数案を比較検討するための評価指標の検討を行いました。

令和４年１２月１９日の地元検討会における審議の結果、これらが確定し、フェーズⅡが完了しました。フェーズⅡの完了後､フェーズⅢでは、比較評価や案選定の考え方について

みなさまからのご意見をお伺いしつつ、有識者からも助言を受けながら概略計画案となる案を選定しましたので、ここに報告します。

小美玉道路ニュース第3号では、選定した概略計画案、複数案、評価指標、複数案の比較評価、付帯事項についてご紹介します。

第３号令和５年２月

発行：常陸河川国道事務所

計画の進捗や検討会の実施状況などの情報を掲載しておりますので、皆様のご訪問をお待ちしております。

https://www.ktr.mlit.go.jp/hitachi/hitachi00917.html

ポータルサイトを開設し情報を発信中！

ポータルサイトは
こちらから

検 索小美玉道路 ポータルサイト

小美玉道路ニュースについて

小美玉道路ニュースは、計画の検討に関する最新の状況を地域のみなさまにお知らせするため、計画が策定されるまでの間、節目ごとにお届けしています。

また、ポータルサイト（下記参照）では、更に詳しい情報や過去の情報を掲載していますので、併せてご覧ください。

《オープンハウスの様子：R4.2.20》

地域のみなさまから多くの意見が寄せられました

詳細・寄せられたご意見は小美玉道路ポータルサイトで紹介しています

フェーズⅢで概略計画案の選定に至りました

《第３回検討会の開催状況：R4.12.19》

■第３回国道６号小美玉道路検討会にて、概略計画案を選定しました！
概略計画案と選定理由

【B案】バイパス案 ・・・千代田石岡バイパス終点部から国道6号巴川渡河部付近までを沿道からのアクセス制限を

基本としたバイパスとし、茨城町との市町境まで国道6号を4車線現道拡幅した案

地域のみなさまから頂いたご意見を

反映し、国道６号小美玉道路の課

題・目的を達成するための19の評価

指標を定めました。複数案比較評価の

結果、【B案】バイパス（一部現道拡

幅）案は、【A案】現道拡幅（一部バ

イパス）案に比べ、「混雑の緩和」、

「物流の効率化」、「空港アクセスの円

滑化」、「災害に強い緊急輸送道路の

確保」、「救急医療施設への搬送時間

の短縮」、「沿道環境の改善」、「効果

発現」といった面で優れていました。

このことから、「千代田石岡バイパス

終点部から国道6号巴川渡河部付近

までを沿道からのアクセス制限を基本と

したバイパスとし、茨城町との市町境ま

で国道6号を4車線現道拡幅する【B

案】バイパス案」をルート案として選定し

ました。【選定理由】及び【配慮すべき

事項】は以下の通りです。

【配慮すべき事項】

〇排気ガス、騒音・振動などの沿道環境

〇自然環境や歴史文化資源

〇国道６号現道沿道の市街地や地域コミュニティ

〇バイパス周辺の既存集落や地域コミュニティ

〇圃場整備地やアクセス道路、排水、施設等

フェーズⅢとして､フェーズⅡでみなさまから寄せられたご意見をもとに、複数案の比較評価（案）、付帯事項（案）の作成、概略計画案の

選定を行いました。これまでの検討では、国道6号が担う広域的な幹線交通の観点からだけでなく、地域の交通を担う基幹的役割や、農業や産

業の面、環境面、生活面、歴史文化の面からも評価を行い、総合的に優れた案を選択するよう判断材料を積み上げてきました。

今回ご報告させていただいく検討成果を皆様に共有した後、概略計画の決定に向けて進めていきます。

Q.小美玉道路って？
A.地域の皆様とともに国道6号の

利便性向上を実現するため、計画
されている道路です。
この度、地域の皆様とのコミュニケー
ションを重ね、概略計画案の選定に
至りました。構造提案など、貴重な
ご意見を概略計画案に反映させて
いただきました。

【フェーズⅡの報告２】 みなさまの意見を反映して、評価指標、政策目標を定めました！
２つの複数案を１９の評価指標で評価します

フェーズⅡで寄せられたみなさまからのご意見も踏まえ、フェーズⅢでは、２つの複数案を１９の評価指標で評価し、概略計画案を選定します。

評価指標については、広域的な幹線道路としての役割だけでなく、暮らしや環境、農業をはじめとする地域産業、まちづくりへの効果や影響など、地域のみなさまの関心事も踏まえ、

3指標を追加し、6指標を修正しました。これらの指標に基づき、広域的な視点と地元地域の視点での評価を行います。

また、これまでの検討で選定した「課題・目的」と「評価指標」を踏まえ、国道６号小美玉道路の達成すべき目標(政策目標、環境への影響・その他)を設定しました。

※【変更案】の赤字は【原案】に追加、青字は【原案】を修正、黒字は【原案】から変更なし。

【A案】
現道拡幅

（一部バイパス）案
平面構造

・現在の2車線道路を両側に広げる案
・中央分離帯により上下線を分離
・沿道から道路に直接出入りが可能
・既存の主たる構造である平面構造と同じ構造とする考え方

【フェーズⅡの報告１】 みなさまの意見を反映して、複数案を定めました！
国道６号小美玉道路(仮称)の複数案

フェーズⅡで寄せられたみなさまからのご意見も踏まえ、ルート帯案として【A案】現道拡幅（一部バイパス）案と【B案】バイパス（一部現道拡幅）案の２案を定めました。フェーズⅢ

では、２つの複数案を比較評価し、概略計画の案を選定します。

《各案の標準的な断面》

5.00 5.007.00 7.001.25 1.251.75

28.25
単位： ｍ

【B案】
バイパス

（一部現道拡幅）案

盛土（切土）
構造

・沿道の土地から５～10ｍ高く（もしくは低く）整備
・中央分離帯により上下線を分離
・沿道から道路に直接出入りは不可能
・沿道の建物からの出入りは、側道から交差点を介して道路に出入り
・主要な道路以外は立体交差により交差点の数を減らすため、
立体構造とする考え方

出典：国土交通省 国土地理院web
※凡例の内容等を追記

5.00 5.007.00 7.001.25 1.251.75

28.25
単位： ｍ

【選定理由】

〇政策目標の達成を図る道路であること。

〇「早期着工・実現」が地域から望まれており、支障となる家屋数は少ないため

比較的早期実現が可能であること。

〇経済性の面でも優れていること。

〇コミュニケーション活動で得られた地域のニーズにも応えられること。

計画検討の開始
フェーズⅠ

計画検討の進め方、
課題・目的の確定

フェーズⅡ
複数案、

評価指標の確定

フェーズⅢ
複数案の比較評価、

付帯事項の確定
概略計画案の選定

概略計画の決定

■フェーズⅡの検討結果およびフェーズⅢの検討内容をご報告します！

小美玉道路ニュース第３号の掲載内容

＜フェーズⅡの検討結果＞

・複数案（確定案）

・評価指標（確定案）

＜フェーズⅢの検討内容＞

・複数案の比較評価（案）

・付帯事項（案）

・概略計画案

今ここ

令和３年 令和４年
3月 １２月 １２月

令和５年
２月

第１回 第２回 第３回

創刊号 第２号

５月 １月

＜小美玉道路ニュース＞

＜地元検討会＞

第３号

＜計画検討の流れ＞

A案とB案の詳細は

表面【フェーズⅡの報告１】、
比較評価の詳細は

裏面【フェーズⅢの報告】を
ご覧ください！

地域とのコミュニケーション方法は

裏面をご覧ください！

裏面へ続きます

ご意見は裏面右下に記載のWebサイトにて募集しています

概略計画案など、

フェーズⅢの検討内容について、

ご意見を募集しています！

出典：国土地理院地図をもとに作成
※凡例の内容等を追記



様々な方法でご意見が寄せられました

■フェーズⅡでは、地域のみなさまから様々なご意見が寄せられました！

フェーズⅡにおける地域とのコミュニケーションでは、はじめに常陸河川国道事務所が考えていた複数案（ルート・構造）と評価指標（案）についてお伝えし、その案に対して

みなさまからご意見を寄せていただきました。地域とのコミュニケーション活動として、Webアンケート、オープンハウス、ワークショップを実施しました。

意見聴取方法 実施箇所・実施期間等

Web
アンケート

○令和３年１２月２３日(木)～令和４年３月３１日(木)

オープンハウス

①石岡市役所 令和４年２月７日(月)
②小美玉市役所 令和４年２月１６日(水)
③茨城町役場 令和４年２月１７日(木)
④ウェルサイト石岡 令和４年２月１２日(土)
⑤空のえきそ・ら・ら 令和４年２月１９日(土)（１回目）
⑥ 〃 〃 令和４年２月２０日(日)（２回目）

オープンハウス
（追加）

⑦石岡市役所 令和４年３月１６日(水)～１８日(金)
⑧小美玉市役所 令和４年３月１６日(水)～１８日(金)
⑨茨城町役場 令和４年３月１６日(水)～１８日(金)
⑩空のえきそ・ら・ら 令和４年３月１３日(日)

ワークショップ
⑪小美玉市美野里公民館
令和４年１月３０日(日)１３：３０～１６：５０

※①～⑪の番号は、右図と対応 出典：国土交通省 国土地理院web ※開催会場等を追記

至 福島

茨城町役場
③2/17
⑨3/16-18

至 東京

6

6

6

E50

E 6

E51

《意見聴取箇所》

石岡市役所
①2/7
⑦3/16-18

小美玉市役所
②2/16
⑧3/16-18

ウェルサイト石岡
④2/12

空のえき そ・ら・ら
⑤2/19 ⑥2/20
⑩3/13

小美玉市美野里公民館
⑪1/30

《オープンハウスの様子》

茨城町役場（2/17）

ウェルサイト石岡（2/12）石岡市役所（2/7）

《ワークショップの様子》

全体説明

グループ討議

小美玉市役所（2/16）

■地域とのコミュニケーション方法

寄せられたご意見の分類

地域資源の指摘 構想段階以降の意見

別案の提案 進め方の意見

評価項目の提案 フェーズⅠに関する意見

フェーズⅢに関する意見 その他

寄せられたご意見

みなさまから1,217件の意見が寄せられました。これらについて、意見の背後にある理由

（関心事、ご懸念等）に着目して整理し、いただいたご意見を常陸河川国道事務所がど

のように受け取ったのかを、「意見要旨」として整理しました。

同じ主旨の意見は同じ意見要旨として集約しつつ、少数の意見であっても異なる意見は

ひとつの「意見要旨」として整理しています。大きく分けて８分類のご意見が寄せられました。

意見要旨として整理した結果は小美玉道路ポータルサイトにてご覧いただけます。

ご質問・お問い合わせ先 国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所 計画課 電話：０２９－２４０－４０６７（受付時間 ９:００～１７:１５）

■複数案比較評価(案)、付帯事項(案)、概略計画案についてご意見をお寄せください！

＜計画検討の進め方・体制図＞

計画検討の進め方（概要）

複数案の比較評価の結果や評価方法、概略計画案の選定の仕方、評価や選定の

条件、検討の進め方などについてご意見等があれば、下記サイトを通じてお寄せください。

なお、ご意見を正しく把握するため、どのようなご関心やお考えに基づくご意見なのか、可

能な限り理由を書き添えていただければ幸いです。

詳細は小美玉道路ポータルサイトで紹介しています

（※）概略計画…起終点やルート帯（数百メートル程度の幅を持ち、道路用地境界を定めない）、付帯事項などを定める計画

【フェーズⅢの報告】 複数案比較評価（案）、付帯事項（案）を定めました！
様々な観点から評価しています

【A案】現道拡幅（一部バイ

パス）案と【B案】バイパス（一

部現道拡幅）案はそれぞれ交

通や地域の課題に対応できるで

しょうか。また、望ましくない影響

が生じたりしないでしょうか。各案

を１９の評価指標に照らして評

価することで、各案の特徴が見

えてきました。

【B案】バイパス（一部現道

拡幅）案は、【A案】現道拡幅

（一部バイパス）案に比べ、

「混雑の緩和」、「物流の効率

化」、「空港アクセスの円滑化」、

「災害に強い緊急輸送道路の

確保」、「救急医療施設への搬

送時間の短縮」、「沿道環境の

改善」、「効果発現」といった面

で優れていました。

【A案】

現道拡幅

（一部バイパス）

案

○歩行者の横断方法の検討

○自転車の走行空間の検討

○中央分離帯の設置区間の精査

○工事中の渋滞・騒音・振動対策

○沿道の商業活動への影響の軽減策の検討

○既存の地域コミュニティへの影響の軽減策の検討

【B案】

バイパス

（一部現道拡幅）

案

○まちづくりの地域計画等を踏まえ、側道等の設置区間などの検討

○バイパスと国道6号現道の合流箇所の交通処理検討

○農業への影響の軽減策の検討

○新たな地域分断による地域コミュニティへの影響の軽減策の検討

○現道の地域活性化の検討

■付帯事項とは…「計画や事業を進める上で配慮すべき事項」のことです。
これまでにみなさまからいただいた意見を踏まえて、複数案（ルート帯・主たる構造）の計画や事業を進めるにあたって、道路構造、交通規制、沿道利用などに関する今後の対応方針を示したものです。

付帯事項（案）
これまでにみなさまからいただいた意見等を踏まえて、２つの複数案について、それぞれ付帯事項（案）を整理しました。今後、検討を進めていく中で留意し、適宜計画・設計に反映して

いく内容になります。

《各案の付帯事項（案）》

評価指標 【A案】現道拡幅（一部バイパス）案 【B案】バイパス（一部現道拡幅）案

政策
目標

混雑の緩和

平均速度の向上（速達性）
・国道６号現道の4車線化により、平均速度が向上するものの、
平面交差点が多く残るため、効果はバイパス案より小さい

・交差点を立体化したバイパスにより、平均速度が向上し、
その効果は現道拡幅案より大きい

事故・駐停車車両による影響の低減
（信頼性）

・4車線化された国道６号現道を利用することにより、
事故・駐停車車両による影響が低減できる

・バイパスと国道6号現道に交通が分散することで、
事故・駐停車車両による影響が低減できる

当該箇所の国道６号現道や周辺道路の交通量
（走行性）

・国道６号現道を４車線化することで、周辺道路から
国道6号現道に交通が転換し、周辺道路の交通量が減少する

・国道６号現道や周辺道路を利用していた大型車等の通過交通が
バイパスを利用することにより、国道６号現道や周辺道路の
交通量が減少する

物流の効率化
都心方面および水戸方面から工業団地までの
アクセス時間の短縮（物流拠点アクセス）

・物流関連車両が4車線化された国道６号現道を利用すること
により、茨城工業団地、玉里工業団地等へのアクセス性が
向上するものの、効果はバイパス案より小さい

・物流関連車両がバイパスを利用することにより、茨城工業団地、
玉里工業団地等へのアクセス性が向上、効果は現道拡幅案より
大きい

空港アクセス
の円滑化

都心方面および水戸方面から茨城空港までの
アクセス時間の短縮（空港アクセス）

・4車線化された国道６号現道を利用することにより、
茨城空港へのアクセス性が向上する

・交通がバイパスを利用することにより、茨城空港へのアクセス性
が現道拡幅案よりも向上する

安全・安心な
生活空間確保

当該箇所の国道６号現道や周辺道路の
交通事故の減少（道路交通の安全性）

・国道６号現道の４車線化に伴う中央分離帯設置などにより、
正面衝突や右直事故が減少

・バイパスを利用することにより、国道６号現道の交通量が
減少し、国道６号現道や周辺道路の交通事故が減少

当該箇所の国道６号現道や周辺道路の
歩行者の安全性（歩行者・自転車の安全性）

・国道６号現道に歩行者空間・自転車の走行空間を整備すること
により、利用者の安全性を確保する

・バイパスに歩行者空間・自転車の走行空間を整備することにより、
利用者の安全性を確保する

災害に強い
緊急輸送道路
の確保

緊急輸送道路としての機能
（緊急物資輸送機能）

・国道６号現道の４車線化により、緊急輸送道路としての機能が
強化されるものの、新たな代替路は形成されない

・国道６号現道や常磐道の代替路として機能し、災害時や
既存道路の通行止め時などにおいても円滑な交通を確保可能

避難路としての機能（避難路機能）
・国道６号現道の４車線化により、避難路としての機能が
強化されるものの、新たな代替路は形成されない

・災害時や既存道路の通行止め時などにおいて、
避難路としての機能を確保可能

救急医療施設
への搬送時間
の短縮

水戸市や土浦市に位置する
第３次救急医療施設への搬送時間短縮
（救急搬送の迅速性）

・4車線化された国道６号現道を利用することにより、
水戸医療センター、土浦協同病院への搬送時間が短縮するが、
効果はバイパス案より小さい

・バイパスと国道6号現道に分散することで、水戸医療センター、
土浦協同病院への搬送時間が短縮し、効果は現道拡幅案より
大きい

沿道環境
の改善

排気ガス、騒音・振動などの沿道環境
への影響（沿道環境への影響）

・集落・市街地等を通過するため、大気質、騒音に影響を与える
可能性があり、集落・市街地を通過する程度はバイパス案に
比べて大きい

・バイパス沿道の集落・市街地等を通過するため、大気質、騒音に
影響を与える可能性があるが、集落・市街地を通過する程度は
現道拡幅案に比べて小さい

環境へ
の影響

自然・歴史
･文化

自然環境や歴史文化資源への影響
（地域資源への影響）

・重要な種・群落等の生息地・生育地を一部改変する可能性が
あるが、概ね回避しており、動物・植物・生態系に及ぼす影響は
小さい。

・重要な種・群落等の生息地・生育地を一部改変する可能性が
あるが、概ね回避しており、動物・植物・生態系に及ぼす影響は
小さい。

その他

まちづくり

国道６号現道沿道の市街地や
地域コミュニティへの影響
（国道6号沿線への影響）

・現道拡幅区間の沿道市街地や既存の地域コミュニティへの影響が
大きくなる。

・バイパスの整備により、国道６号現道沿道の地域コミュニティの
生活環境の改善は見込めるが、交通量の減少による商業活動
への影響や地域分断は残る

バイパス周辺の既存集落や地域コミュニティ
への影響（バイパス周辺への影響）

・現道拡幅区間以外の既存集落の地域コミュニティへの影響は
バイパスに比べ少ない。

・バイパスの整備により、新たな地域分断が生じるが、
構造等により、既存集落や地域コミュニティへの影響を
小さくするよう配慮できる。

沿道の新規開発や農地転用
（沿道新規開発や農地転用）

・現道拡幅区間周辺の沿道の新規開発が期待される ・沿道の新規開発や農地転用が期待される

営農環境
圃場整備地やアクセス道路、排水、施設等
への影響（農地や施設等への影響）

・現道拡幅区間の用地や地形の改変面積はバイパス案より小さい ・用地や地形の改変が現道拡幅案より大きい

効果発現

効果の発現（事業期間） ・現道を改良するため、開通したところから効果発現が見込まれる・部分的な開通が可能なため、段階的に効果発現が見込まれる

工事中の交通・沿道環境への影響
（工事中の影響）

・国道６号現道の4車線化施工時に、工事に伴う交通渋滞、
沿道への騒音・振動の影響がバイパス案より大きい

・バイパス工事による現道の切り回しはなく、住宅密集地から
離れているため、沿道への騒音・振動の影響が現道拡幅案より
小さい

事業費（事業費） 約800～900億円 約700～800億円

計画検討の最終目的は国道６号小美玉道路(仮称)の概略計画（※）の基礎となる概略計画案を策定することです。

概略計画案の策定に向けては、下図に示す通り、フェーズⅠ、Ⅱ、Ⅲと段階を分けて検討し、その節目ごとに検討成果を順次確定・報告します。

フェーズごとに様々な方法で地域のみなさまとコミュニケーションを図りながら進めています。

なお、地元検討会の専門家からご助言を受けて検討を進めています。検討の結果、選定した概略計画案については、関東地方小委員会（国土交通省）に報告し、

審議を踏まえて概略計画として決定します。

Webサイトにてご意見を募集しています

みなさまのご意見をお聞かせください

← Webサイト

はこちらから

※本事業は、環境影響評価法（平成9年法律第81号）に基づく計画段階環境配慮書（配慮書）の
対象事業となるため、この意見聴取は環境影響評価法に基づく配慮書の案についての意見聴取
の手続きを兼ねています。

ご意見は裏面右下に記載のWebサイトにて募集しています

地域のみなさまから広くご意見をお聞きするため､

Webサイトにてご意見を募集しており、より多くの方からの

ご意見を期待しています｡

右の二次元バーコードもしくはポータルサイトからアクセスしてください。

意見要旨は
こちらから
↓

計画段階評価
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＜道路事業の流れ＞ 環境影響評価

都市計画

出典：国土交通省 国土地理院web
※凡例の内容等を追記

■政策目標、環境への影響、その他

※ 評価指標の（ ）内は、評価項目
※ 赤字は【原案】に追加、青字は【原案】を修正、黒字は【原案】から変更なし。


